
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】ＰＣまくらぎの区間に設置することができ、バ

ラスト軌道の区間でのマルチプル・タイタンパー等の機

械による保守作業を可能とし、ＰＣまくらぎに少数の部

品で容易かつ迅速に締結することができるようにすると

ともに逸脱防止装置自体に水や塵埃が溜らず、清掃の手

間を不要にする。

【解決手段】ＰＣまくらぎ１上で、しかも２本の鉄道レ

ール２、２の内方に絶縁プレート３を介して取付部材４

を載置するとともにＰＣまくらぎ１に固定する。鉄道レ

ール２、２に沿うとともに両側板５０、５０を下向きに

したコ字状の長尺材からなる車輪抑止部材５を取付部材

４に固定して逸脱防止装置６を形成する。逸脱防止装置

６と鉄道レール２とを所定の間隔をおいて離間する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ｐ Ｃ ま く ら ぎ 上 で 、 し か も ２ 本 の 鉄 道 レ ー ル の 内 方 に 絶 縁 プ レ ー ト を 介 し て 取 付 部 材 を 載
置 す る と と も に 前 記 Ｐ Ｃ ま く ら ぎ に 固 定 し 、 前 記 鉄 道 レ ー ル に 沿 う と と も に 両 側 板 を 下 向
き に し た コ 字 状 の 長 尺 材 か ら な る 車 輪 抑 止 部 材 を 前 記 取 付 部 材 に 固 定 し て 逸 脱 防 止 装 置 を
形 成 し 、 ま た 前 記 逸 脱 防 止 装 置 と 前 記 鉄 道 レ ー ル と を 所 定 の 間 隔 を お い て 離 間 す る こ と を
特 徴 と す る 鉄 道 車 両 に お け る 軌 道 逸 脱 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
取 付 部 材 が プ レ ー ト 上 に ブ ロ ッ ク を 載 置 固 着 し て な り 、 前 記 プ レ ー ト の 周 縁 が 外 方 に 行 く
に 従 っ て 低 く な る 傾 斜 面 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 鉄 道 車 両 に お け る 軌 道 逸 脱 防
止 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
取 付 部 材 が 高 さ の 異 な る 複 数 種 類 の ブ ロ ッ ク を 具 備 す る と と も に 、 前 記 複 数 種 類 の ブ ロ ッ
ク か ら 所 望 の 高 さ の ブ ロ ッ ク を 選 択 し て プ レ ー ト に 載 置 固 着 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ま た は ２ の 鉄 道 車 両 に お け る 軌 道 逸 脱 防 止 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 鉄 道 線 路 の 分 野 で 利 用 さ れ 、 特 に 脱 線 し た 鉄 道 車 両 を 軌 道 外 に 逸 脱 さ せ な い よ う
に し て 反 対 軌 道 の 車 両 に 支 障 が な い よ う に す る 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 鉄 道 車 両 の 脱 線 自 体 を 防 止 す る 手 段 は 各 種 存 在 す る が 、 脱 線 し た 車 両 が 軌 道 外 に
移 動 し て 逸 脱 す る こ と を 防 止 す る 手 段 と し て は 安 全 レ ー ル が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 安 全 レ ー ル は 本 線 レ ー ル に 対 し 、 間 隔 を お い て 平 行 に 設 置 し 、 脱 線 車 両 の 車 輪 を 規 制
し 、 誘 導 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 安 全 レ ー ル は 在 来 線 、 新 幹 線 と も に 木 ま く ら ぎ 若 し く は 合 成 ま く ら ぎ に 犬 く ぎ で 取 付
け て い る が 、 犬 く ぎ で は Ｐ Ｃ ま く ら ぎ の 区 間 に 取 付 け る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た バ ラ ス ト 軌 道 の 区 間 に は タ ン ピ ン グ ツ ー ル （ 道 床 つ き 固 め ツ ー ル ） を 有 す る 「 マ ル チ
プ ル ・ タ イ タ ン パ ー 」 等 の 軌 道 保 守 用 車 両 を 使 用 し て い る が 、 安 全 レ ー ル が 支 障 と な り 、
機 械 に よ る 保 守 作 業 が む ず か し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
さ ら に 安 全 レ ー ル は 鉄 道 用 レ ー ル を 転 用 す る た め 、 こ れ を Ｐ Ｃ ま く ら ぎ に 締 結 す る に は レ
ー ル 底 部 を ま く ら ぎ ご と に 数 点 の 部 品 で 固 定 す る 必 要 が 生 じ 、 少 数 の 部 品 で 容 易 か つ 迅 速
に 締 結 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
請 求 項 １ の 本 発 明 は 従 来 の 欠 点 を 解 消 す る も の で 、 Ｐ Ｃ ま く ら ぎ の 区 間 に 設 置 す る こ と が
で き 、 バ ラ ス ト 軌 道 の 区 間 で の マ ル チ プ ル ・ タ イ タ ン パ ー 等 の 機 械 に よ る 保 守 作 業 を 可 能
と し 、 Ｐ Ｃ ま く ら ぎ に 少 数 の 部 品 で 容 易 か つ 迅 速 に 締 結 す る こ と が で き る よ う に す る と と
も に 逸 脱 防 止 装 置 自 体 に 水 や 塵 埃 が 溜 ら ず 、 清 掃 の 手 間 を 不 要 に す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 請 求 項 ２ の 発 明 は 前 記 請 求 項 １ の 発 明 の 課 題 に 加 え て 脱 線 し た 車 輪 を 抑 止 部 材 に ス ム
ー ズ に 誘 導 す る と と も に 取 付 部 材 に 大 き な 衝 撃 力 を 与 え な い よ う に す る こ と を 課 題 と す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 請 求 項 １ ま た は ２ の 発 明 の 課 題 に 加 え て 本 逸 脱 防 止 装 置 の 高 さ を 変 え る
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こ と を 可 能 に し 、 各 種 ま く ら ぎ お よ び 各 種 レ ー ル に 対 応 で き る よ う に す る こ と を 課 題 と す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の う ち 請 求 項 １ の 発 明 は 、 Ｐ Ｃ ま く ら ぎ 上 で 、 し か も ２ 本 の 鉄 道 レ ー ル の 内 方 に 絶
縁 プ レ ー ト を 介 し て 取 付 部 材 を 載 置 す る と と も に 前 記 Ｐ Ｃ ま く ら ぎ に 固 定 し 、 前 記 鉄 道 レ
ー ル に 沿 う と と も に 両 側 板 を 下 向 き に し た コ 字 状 の 長 尺 材 か ら な る 車 輪 抑 止 部 材 を 前 記 取
付 部 材 に 固 定 し て 逸 脱 防 止 装 置 を 形 成 し 、 ま た 前 記 逸 脱 防 止 装 置 と 前 記 鉄 道 レ ー ル と を 所
定 の 間 隔 を お い て 離 間 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の た め 車 輪 が 鉄 道 レ ー ル か ら 脱 線 し て 移 動 し て も 車 輪 の 側 面 は 車 輪 抑 止 部 材 の 側 板 に 当
接 し 、 鉄 道 車 両 が 軌 道 外 に 逸 脱 す る こ と が な い 。 ま た 本 装 置 と 鉄 道 レ ー ル と を 所 定 の 距 離
、 つ ま り 軌 道 保 守 車 両 、 例 え ば マ ル チ プ ル ・ タ イ タ ン パ ー の タ ン ピ ン グ ツ ー ル が 入 る 距 離
分 、 離 間 し て い る の で 、 平 常 時 に は 前 記 軌 道 保 守 車 両 に よ る 機 械 的 な 保 守 作 業 を す る こ と
が で き る 。 し か も 車 輪 抑 止 部 材 を 構 成 す る コ 字 状 の 長 尺 材 の 両 側 板 が 上 向 き で は 、 前 記 車
輪 抑 止 部 材 内 に 水 や 塵 埃 が 溜 り 、 清 掃 作 業 が 必 要 で あ る が 、 本 発 明 で は 前 記 両 側 板 が 下 向
き に な っ て い る の で 、 前 記 の 水 や 塵 埃 が 溜 る こ と が な く 、 清 掃 作 業 を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 本 発 明 の う ち 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 取 付 部 材 が プ レ ー ト 上 に ブ ロ ッ ク を 載 置 固 着 し て な
り 、 前 記 プ レ ー ト の 周 縁 が 外 方 に 行 く に 従 っ て 低 く な る 傾 斜 面 で あ る こ と を 特 徴 と す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の た め 前 述 の 脱 線 し た 車 輪 は 取 付 部 材 の 傾 斜 面 上 を ス ム ー ズ に 滑 動 し て 誘 導 さ れ 、 ま た
前 記 プ レ ー ト に 大 き な 衝 撃 力 を 与 え な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に 本 発 明 の う ち 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 取 付 部 材 が 高 さ の 異 な る 複 数 種 類 の ブ ロ ッ ク を 具
備 す る と と も に 前 記 複 数 種 類 の ブ ロ ッ ク か ら 所 望 の 高 さ の ブ ロ ッ ク を 選 択 し て プ レ ー ト に
載 置 固 着 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の た め 取 付 部 材 の 高 さ 、 す な わ ち 本 逸 脱 防 止 装 置 の 高 さ を 変 え る こ と が で き 、 各 種 の 鉄
道 レ ー ル お よ び 各 種 の Ｐ Ｃ ま く ら ぎ に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 在 来 線 に つ い て 説 明 す る も の で あ る 。 こ こ に Ｐ Ｃ ま く ら ぎ １ 上 に 間
隔 を お い て ２ 本 の 鉄 道 レ ー ル ２ 、 ２ （ 例 え ば 本 線 レ ー ル ） を 敷 設 す る 。 各 鉄 道 レ ー ル ２ は
図 示 を 省 略 し た 周 知 の 締 結 部 品 に よ り Ｐ Ｃ ま く ら ぎ １ に 締 結 す る 。 Ｐ Ｃ ま く ら ぎ １ の 中 央
左 右 に 間 隔 を お い て チ ュ ー ブ 状 の 雌 ネ ジ 部 材 １ ０ 、 １ ０ を 埋 設 固 定 す る 。 雌 ネ ジ 部 材 １ ０
は 電 気 絶 縁 材 で 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
Ｐ Ｃ ま く ら ぎ １ の 中 央 に 電 気 絶 縁 性 を 有 す る 絶 縁 プ レ ー ト ３ を 介 し て 鋼 製 等 の 取 付 部 材 ４
を 固 定 す る 。 こ の 取 付 部 材 ４ は 鋼 製 の プ レ ー ト ４ ０ 上 に 鋼 製 の ブ ロ ッ ク ４ １ を 溶 接 等 に よ
り 載 置 固 着 し て な る も の で あ る 。 プ レ ー ト ４ ０ の 周 縁 、 具 体 的 に は 左 右 端 縁 お よ び 前 後 端
縁 に 外 方 に 行 く に 従 っ て 低 く な る 傾 斜 面 ４ ２ 、 ４ ３ を 形 成 し て プ レ ー ト ４ ０ を 略 台 形 状 に
す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ブ ロ ッ ク は 高 さ の 異 な る 複 数 種 類 の ブ ロ ッ ク ４ １ 、 ４ １ ′ 、 ４ １ ″ ・ ・ ・ を 具 備 す る も の
で 、 各 種 Ｐ Ｃ ま く ら ぎ １ 、 各 種 鉄 道 レ ー ル ２ の 高 低 に 対 応 す る ブ ロ ッ ク を 選 択 し て 使 用 す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
絶 縁 プ レ ー ト ３ お よ び プ レ ー ト ４ ０ の 雌 ネ ジ 部 材 １ ０ 、 １ ０ の 対 応 箇 所 に ネ ジ 遊 挿 孔 ３ ０
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、 ３ ０ 、 ４ ４ 、 ４ ４ を 穿 設 し 、 ネ ジ 遊 挿 孔 ４ ４ 、 ４ ４ に 連 通 し 、 か つ プ レ ー ト ４ ０ の 表 面
よ り 没 す る ネ ジ 頭 部 収 容 孔 ４ ５ 、 ４ ５ を 形 成 す る 。 な お 絶 縁 プ レ ー ト ３ は プ レ ー ト ４ ０ の
底 面 と 同 形 の 短 冊 形 で あ る 。 ブ ロ ッ ク ４ １ の 上 面 中 央 に ネ ジ 孔 ４ ６ を 螺 設 す る 。 他 の ブ ロ
ッ ク ４ １ ′ 、 ４ １ ″ も 図 示 を 省 略 し た が 、 ブ ロ ッ ク ４ １ と は 高 さ が 異 な る だ け で 他 の 構 成
は 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
各 ボ ル ト ７ に 電 気 絶 縁 性 を 有 す る チ ュ ー ブ ７ １ を 外 嵌 し 、 ボ ル ト ７ を 各 ネ ジ 頭 部 収 容 孔 ４
５ 、 各 ネ ジ 遊 挿 孔 ４ ４ 、 ３ ０ に 挿 通 す る と と も に 各 雌 ネ ジ 部 材 １ ０ に 螺 着 し 、 各 ネ ジ 遊 挿
孔 ４ ４ 、 ３ ０ の 隙 間 ４ ４ ′ 、 ３ ０ ′ に 各 チ ュ ー ブ ７ １ を 嵌 入 し 、 ま た 各 ボ ル ト 頭 部 ７ ′ を
プ レ ー ト ４ か ら 突 出 し な い よ う に 各 頭 部 収 容 孔 ４ ５ 内 に 収 め る 。 こ れ に よ り 後 述 の 脱 線 し
た 車 輪 に よ り ボ ル ト ７ 等 の 部 品 が 損 傷 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
断 面 コ 字 状 の 長 尺 鋼 の 両 側 板 ５ ０ 、 ５ ０ を 下 向 き に し て な る 車 輪 抑 止 部 材 ５ の 上 面 ５ １ で
、 か つ ネ ジ 孔 ４ ６ の 対 応 位 置 に ネ ジ 遊 挿 孔 ５ ２ を 穿 設 す る 。 ブ ロ ッ ク ４ １ の 頭 部 に 車 輪 抑
止 部 材 ５ を 外 嵌 し 、 ボ ル ト ７ ０ を ネ ジ 遊 挿 孔 ５ ２ に 挿 通 す る と と も に ネ ジ 孔 ４ ６ に 螺 着 し
て 車 輪 抑 止 部 材 ５ を 取 付 部 材 ４ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 図 １ （ Ａ ） の 符 号 Ｔ は マ ル チ プ ル ・ タ イ タ ン パ ー の タ ン ピ ン グ ツ ー ル を 示 す も の で あ
る が 、 前 述 の 絶 縁 プ レ ー ト ３ 、 取 付 部 材 ４ 、 車 輪 抑 止 部 材 ５ か ら な る 逸 脱 防 止 装 置 ６ と 、
鉄 道 レ ー ル ２ と に は タ ン ピ ン グ ツ ー ル Ｔ の 進 入 可 能 な 間 隔 を お く 。 こ こ に 機 械 的 な 保 守 作
業 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 本 発 明 装 置 の 作 用 を 説 明 す れ ば 、 図 ５ で 示 す 鉄 道 レ ー ル ２ か ら 車 輪 Ｗ が 脱 線 し て １ 点
鎖 線 で 示 す よ う に 左 下 方 に 落 下 し た 場 合 、 そ の 後 脱 線 し た 車 輪 Ｗ が 左 方 に 移 動 し て も ２ 点
鎖 線 で 示 す よ う に プ レ ー ト ４ ０ の 傾 斜 面 ４ ２ に 接 し て 車 輪 抑 止 部 材 ５ 方 向 に ス ム ー ズ に 誘
導 さ れ 、 ３ 点 鎖 線 で 示 す よ う に 車 輪 抑 止 部 材 ５ の 側 板 ５ ０ に 規 制 さ れ 、 そ れ よ り 内 側 へ の
車 輪 Ｗ の 移 動 は 阻 止 さ れ 、 脱 線 し た 鉄 道 車 両 が 軌 道 外 に 逸 脱 す る こ と が 防 止 さ れ る 。 ま た
脱 線 し た 車 輪 Ｗ が 前 後 （ 進 行 ） 方 向 に 移 動 し た 場 合 に は 、 車 輪 Ｗ は プ レ ー ト ４ ０ の 傾 斜 面
４ ３ に 接 し て 車 輪 抑 止 部 材 方 向 に ス ム ー ズ に 誘 導 さ れ 、 側 板 ５ ０ に 規 制 さ れ 、 軌 道 外 へ の
逸 脱 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 車 輪 Ｗ か ら の 圧 力 は 車 輪 抑 止 部 材 ５ 、 ブ ロ ッ ク ４ １ 、 プ レ ー ト ４ ０ を 経 て Ｐ Ｃ ま く ら
ぎ １ と 、 そ の 下 部 の バ ラ ス ト 道 床 に よ り 支 持 さ れ る 。 な お 図 ５ で は 示 し て い な い 左 方 の 鉄
道 レ ー ル か ら 脱 線 し た 場 合 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ ら に 車 輪 抑 止 部 材 の 両 側 板 が 上 向 き に 突 出 し て い る と コ 字 状 部 材 の 中 に 水 、 塵 埃 が 溜 ま
り 、 清 掃 が 必 要 に な る が 、 本 発 明 装 置 の 車 輪 抑 止 部 材 ５ で は 特 に 、 そ の 両 側 板 ５ ０ 、 ５ ０
が 下 向 き で あ る た め 、 車 輪 抑 止 部 材 ５ に は 不 要 物 が 溜 ま ら ず 、 し か も プ レ ー ト ４ ０ の 周 囲
に 外 方 に 行 く に 従 っ て 低 く な る 傾 斜 面 ４ ２ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ３ を 形 成 し て あ る の で 、 プ レ
ー ト ４ ０ に も 不 要 物 が 溜 ま り に く い も の で あ る 。 な お 新 幹 線 の 場 合 で も 、 前 記 構 成 で よ く
、 設 定 値 を 変 え る だ け で よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ の 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｐ Ｃ ま く ら ぎ の 区 間 に 設 置 す る こ と が で き 、 バ ラ ス ト 軌 道 の
区 間 で の マ ル チ プ ル ・ タ イ タ ン パ ー 等 の 機 械 に よ る 保 守 作 業 が 可 能 に な り 、 Ｐ Ｃ ま く ら ぎ
に 少 数 の 部 品 で 容 易 か つ 迅 速 に 締 結 す る こ と が で き る と と も に 逸 脱 防 止 装 置 自 体 に 水 や 塵
埃 が 溜 ら ず 、 清 掃 の 手 間 が 不 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
請 求 項 ２ の 本 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ の 発 明 の 効 果 に 加 え て 脱 線 し た 車 輪 を 抑 止 部 材 に ス
ム ー ズ に 誘 導 で き る と と も に 取 付 部 材 の プ レ ー ト に 大 き な 衝 撃 力 を 与 え な い よ う に す る こ
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と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
請 求 項 ３ の 本 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ま た は ２ の 発 明 の 効 果 に 加 え て 本 逸 脱 防 止 装 置 の 高
さ を 変 え る こ と が で き 、 各 種 ま く ら ぎ お よ び 各 種 レ ー ル に 対 応 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 配 置 位 置 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ （ Ａ ） は 軌 道 の 平 面 図 、 図
１ （ Ｂ ） は 同 上 の 一 部 を 切 り 欠 い た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 要 部 を 示 す 一 部 切 欠 き 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｘ － Ｘ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 中 間 省 略 を し た Ｙ － Ｙ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 Ｐ Ｃ ま く ら ぎ
２ 　 　 鉄 道 レ ー ル
３ 　 　 絶 縁 プ レ ー ト
４ 　 　 取 付 部 材
５ 　 　 車 輪 抑 止 部 材
６ 　 　 逸 脱 防 止 装 置
４ ０ 　 　 プ レ ー ト
４ １ 　 　 ブ ロ ッ ク
４ １ ′ 　 ブ ロ ッ ク
４ １ ″ 　 ブ ロ ッ ク
４ ２ 　 　 傾 斜 面
４ ３ 　 　 傾 斜 面
５ ０ 　 　 側 板

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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